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研究成果の概要（和文）：　本研究では、主観的キャリア成功に対して(1) 自律的キャリア管理（個人レベル要因）、
(2) 組織・上司サポート（組織レベル要因）、及び、(3) 個人と組織レベル要因との交互作用効果がどのような影響を
与えているのかを日本と韓国の比較視点から実証的検討を行った。
　日本の企業では、組織・上司からのサポートを知覚していない場合、個人の自律的キャリア管理能力が主観的キャリ
ア成功に対して有意な影響を与えることが明らかとなった。一方、組織間の移動を通してキャリアを形成する傾向が高
い韓国の従業員は、組織・上司からのサポートより、個人の自律的キャリア管理能力が主観的キャリア成功に影響を及
ぼすことが示唆された。

研究成果の概要（英文）： This study examines a possible national difference in the moderating effect of pe
rceived organizational and supervisory support on the relationship between career self-management and subj
ective career success. Using samples of 788 Japanese and 731 Korean employees, all working for privately-o
wned firms in Japan and Korea, we demonstrate there is a significant three-way interaction effect between 
individuals' perceptions of organizational and supervisory support, career self-management, and nationalit
y in terms of subjective career success. Specifically, Japanese employees with a low level of perceived or
ganizational and supervisory support reported a greater degree of subjective career success when they were
 highly engaged in managing their own careers. For Korean employees, however, no such interaction was obse
rved. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年の組織行動論•人的資源管理論などの
経営学分野では、昇進や昇給などのいわゆる
「客観的キャリア成功」よりも、仕事や個人
のキャリア・パスに対する満足感を含む「主
観的キャリア成功」への関心が急速に高まっ
ている。 
しかしながら、この主観的キャリア成功を
経営学研究の文脈の中に落とし込んだ理論
的・実証的研究は、欧米に比べてアジア地域
では必ずしも十分には蓄積されていない。特
に、主観的キャリア成功への「個人要因」及
び「社会的支援要因」を包括的な枠組みから
説明する「主観的キャリア成功モデル」は未
だ十分に精緻化されてはいない（Dries et al., 
2008）。 

 
２．研究の目的 
 本研究では、(1) 個人のキャリア自己管理
（個人レベル要因）が、主観的キャリア成功
にどのような影響を与えているか、(2) 主観
的キャリア成功を促す人的資源管理施策（組
織レベル要因）とはどのようなものであるか、
(3) 個人と組織レベル要因との交互作用効果
は主観的キャリア成功にどのような影響を
与えているかを、日本と韓国の比較視点から
研究を進め、東アジアにおいて主観的キャリ
ア成功を促進する人的資源管理施策の特定
化とその効果測定を質問紙調査法に基づい
て横断的データ分析を行うことを研究の目
的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、質問紙調査法に基づく調査デ
ザインが採用され、日本と韓国製造業の民間
企業の正規従業員を対象とする調査がイン
ターネット調査の専門会社を通して実施さ
れた。サンプリングにあたり、製造業に分類
される従業員数300人以上の企業に勤務する
20 代から 40 代の正規従業員を対象にした。
更に、日本と韓国の統計局による工業統計調
査（2011）の公表データに準じて、上記各年
代別に男女比を3:1に設定し調査対象をラン
ダムに抽出した。788 名（79.4%）の日本の従
業員と 731 名（68.5%）の韓国の従業員の有
効回答を得ることができた。 
 質問紙の項目（キャリアリズム、キャリア
自己管理、組織サポート知覚、上司サポート
知覚、主観的キャリア成功という変数で構成
されている）は欧米で既に高い水準の信頼性
が検証されている尺度を使用し、本研究のデ
ータにおいても高い尺度の信頼性が得られ
た。得られたデータの階層的重回帰分析の実
施より、主観的キャリア成功に対するキャリ
ア自己管理、組織サポート知覚、国籍（日韓）
の有意な正の交互作用効果が検証された。 
 
４．研究成果 
 先ず、日本と韓国の間における人的資源管
理施策の差により、韓国の従業員の方が日本 

に従業員に比べて、高いキャリアリズムであ
るのが明らかとなった（F = 81.48, p < .001）。
したがって、日本の企業では、組織からのサ
ポートを知覚していない場合、個人の自律的
キャリア管理能力が主観的キャリア成功（キ
ャリア満足感）に対して正の有意な影響を与
えることが示唆された（図 1）。一方、組織間
の移動を通してキャリアを形成するキャリ
アリズムが高い韓国の従業員の場合、組織か
らのサポートより、個人がどの程度自律的に
キャリアを管理することができるかによっ
て、主観的キャリア成功が決定されることが
明らかとなった（図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1. 日本の従業員の主観的キャリア成功に対す
る自律的キャリア管理、組織サポート知覚、
国籍の 3要因交互作用効果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2. 韓国の従業員の主観的キャリア成功に対す
る自律的キャリア管理、組織サポート知覚、
国籍の 3要因交互作用効果 

a POS (Perceived organizational support) 組織サポート知覚 
 
 同じく、上司によるサポートが低い場合、
日本の従業員の自主的キャリア管理が主観
的キャリア成功に対して重要な役割を果た
すことが示唆された（図 3）。これに対して、
韓国では、上司によるサポート知覚より、従
業員のキャリア成功を高めるのは、彼らの自
律的キャリア管理能力であった（図 4）。 
 以上のことから、本研究は、日本と韓国の
従業員間の主観的キャリア成功に対する個 
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図 3. 日本の従業員の主観的キャリア成功に対す
る自律的キャリア管理、上司サポート知覚、国籍
の 3要因交互作用効果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4. 韓国の従業員の主観的キャリア成功に対す
る自律的キャリア管理、上司サポート知覚、国籍
の 3要因交互作用効果 
a PSS (Perceived supervisor support) 上司サポート知覚 
 
人要因（自律的キャリア管理）と社会的支援
要因（組織サポート知覚、上司サポート知覚）
との交互作用効果を実証的に検討したこと
より、単純因果関係（個人要因→主観的キャ
リア成功 or 社会的支援要因→主観的キャリ
ア成功）を中心に議論されてきた既存研究に
対して、本研究が新たな貢献を与えたものと
考えられる。さらにキャリアリズムという新
しいキャリア構造概念をベースにする主観
的キャリア成功に関する研究がほとんど行
われてない東アジア（日本・韓国）の地域で
の理論的かつ実証的研究が行われた点で一
定の前進を示したといえる。 
しかしながら、本研究にもいくつかの研究
上の課題を持っている。本研究は横断的なデ
ータ調査による検討である点、測定尺度に対
する回答が全て自己評価に基づく調査であ
った点があげられる。したがって、今後、縦
断的な調査法に基づく、時系列データの収集
と調査デザインの採用が求められる。また、
インタビュー調査などの、質的データに基づ
く詳細な検討による、新たなモデルの創出や、
主観的キャリア成功に与えるより多くの影
響要因を抽出する必要性も指摘できる。なお、
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